


寄贈

I日災文庫 牙一；可

発刊にあたって

北淡町長

小久 保 正 雄

平成7年 1月17日午前 5時46分、捉

度7の激震が我が北淡町を襲いました。そ

の被害の甚大さから「阪神・淡路大捉災」

と呼ばれる未曾有の大災害を被り 、町は壊

滅的な状況になりました。腺い39名の命

が蒋われ、すべての住民が被災し、産業は

大打繋をうけ、風光明媚で平穏な住みよい

町であったふるさとが変わりはてた姿にな

ってしまったのです。

あの悪夢のような日から 2年が過ぎまし

た。北淡町は震災当初からの多くの方々か

らの温かい励ましと様々なご支援に支えら

れ、復典に立ち上がろうとしているところ

です。大従災を忘れず、力を合わせ、 21 

世紀をめざした素睛らしい町を作っていか

ねばなりません。

本紺は阪神・淡路大従災についての北淡

IIIJの記録の概要をお知らせするものです。

ふるさと ・北淡が再ぴよみがえり、災害に

強く安心 ・ゆとりある町を目指してさらに

大きく飛躍する よう、精一杯力をつくして

まいりますので、今後とも皆様のご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

神戸大学人社系図
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岩屋密察署、陸上自衛隊普通寺駐屯地第 15普通科連隊本部、

朝日新聞社、神戸新聞マーケテ ィングセンター、 読売新聞社、

野島断陪保存検討委貝会、神木 隆

ご協力ありがとうございました。
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平成7年1月17日午前5時46分に発生し

た兵廊県県南部地従は、 一瞬のうちに甚大な

被害を阪神・淡路地区にもたらしました。北

淡IIりでは洵岸部で従度 7を記録し、39名の

方が聡い命を甜われたのをはじめ、家屋につ

いては 33 0 3世帯90％以上が壊滅的な被

害を被り 、道路や河）11・農地 ・港湾などの被

害も非常に大きく 、町水道の壊滅的な被害 ・
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未給水地区の井戸枯れにより、水のない状態 連携に より被害を最小限に くい止める ことが

が続きました。 しかし、地裳発生が早朝であ できたのではと思われます。もし、これが全

ったこと 、ライフラインの一部 （覚気 ・電話） て逆の状況であれば、さらに被害は拡大して

がどうにか機能したこと、幹線道路がなんと いたと椎定されます。

か通行できたことなどから、町民一人一人の

被害報告

項 目 件 数 被害金額 項 目 件 数 被害金額
仔円） （千円）

死 者 39 全 壊 1,056 
人 住 半

行方不明 なし 壊 1,219 

的 重 傷 59 
家

一部破損 1.030 
被 軽 傷 81 l 

被
計 3,305 

害
計 909 害 撤去家屋 1,837 

田 ・ 畑 227 448,230 漁船破損 21 14,830 

牒ため池 277 4,061,992 水 共同利用施設 l l 130,656 

業 水 路 96 256,385 
産

計 32 145.486 

被 そ の 他 76 342.447 
被

（のり養殖）
生産畏82%、生産額78%

害
計 676 5,109,054 害 水産物前年対比ダウン

震災後、地下水位の異常な低下が発 （漁船漁業）

生し、農業用水の確保が困難な状況 漁獲置45%、漁獲高75%
になった。 前年対比ダウン

土 道
路 l 21 1,074.408 文教施設 28 522,183 

河 JI I 1 1 126,336 そ上水道 1,052,154 

木 橋 梁 3 77,779 の 簡易水道 114,540 

被 崖くすれ l 1 2,734,625 他 そ の 他 2,649,254 
害

計 146 4,013.148 計 4,338.131 

● 兵庫 県全体の被害 状況 （県下災笞救助法指定市町数 10市10町）

・面 積 1,657.60 krrl 
・人 □ 3,024,774 人
・死亡者数 6,279人
・負傷者数 34,900人
・行方不明者数 2人
・全壊家屋数 188,068世帯
・半壊家屋数 227,591世帯
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底に亀裂のはいったため池 （仁井地区）

多くのため池の底に亀裂が入り、堤防は崩壊しました。

そのため、膜業用水の確保が大変むすかしく、平成7年

度には田植えができない地区もありました。
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すれた水路 （野島・ 梨本地区 神木隆氏撮影）
活断暦の通った部分ではコンクリー ト製の水路がひき
ちぎられたようにすれています。
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町内 6地区の被害状況
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地震の衝撃で、多くの漁船にも被害が…（斗ノ内地区）
地震による揺れで、漁船が倒れています。漁船だけではなく、
漁業施設・港湾でも被害は大きく、漁獲置は大幅にダウンしま

した。
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蕊 死者

凸 麟者

合 全壊家屋

合 半壊家屋 路面に亀裂が走りアスファルトがめくれ上がった道路
（野島 平林地区）

瓦葺きの家屋の倒壊 （富島地区） 大きな縦揺れと横揺れが地震により起こり、瓦翌きの家屋は倒壊し、また瓦が

すれ落ちるなどの被害を受けました。
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救川

助けを求める声に、奔走する地元消防団員（冨島地区）

1．名 称

2．設置日

3．組 織

対策本部の設置

平成7年1月17日兵庫県南部地震災害
対策本部

平成7年1月17日午前6時30分

本部長（町長）

副本部長（助役、収入役、教育長、消防団長）

部長（役場幹部職員）／役場職員を統括

庶務係（職員出動配置）

情報連絡係

消防・災害報告係（消防各分団との連絡、

広域消防）

出先連絡・被害情報連絡・避難誘導係）

医療係、救援物資係、水道給水係

技術指導係
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兵庫県南部地震発生M7.2激震

冨島交番より救急車の手配、応援を岩屋本署へ

要即

役場に駆けつけた職只で救助に直行

各分団自発的に出勤

緊急避難所として町内18箇所開設

町長役場に到恕

出勤している職員に、人命救助に最大の努力を

払うよう指示

被災住民から救助を求める電話多数、パニック

状態となる

野島平林北畑宅から出火、消化にあたる

「災害対策本部」 設四

死者多薮との連絡あ り、遺体安箇所の設囲

飲み水、食糧、毛布、暖房器具等の確保

医療体制の確保（医師の確保、救護班の設置等）

消防団員対策本部の指揮命令下に入る

兵庫県知事に対し、自衛隊の派遣を要謂

冨島、野品地区で肇察官・消防団員等協力し、

倒壊家屋等から生存者51名救出、島内の病院へ

搬送

徳島県警の機動隊等応援部隊40名到氾、直ちに

救助活動に出動

町民センターで3名、国立明石病院岩屋分院で4

名被災者の自宅で1名の死亡を確認

町内救出作業終了

被害発表 全壊家屋734戸半壊家屋711戸

死者 37名行方不明者なし

平成7年 1月17日午前 5時 46分、 ドー

ンという音とともに地而が激し く揺れ、地震

が発生しました。夜明け前のまだ膊暗い中、

倒れた家屋の中に生き埋めになった人々やそ

の家族が救助を求めました。

地元消防団貝は人々の声に応え、住民と協

力し、自主的に救出活動を開始しました。そ

の後密察 ・広域消防など多くの人が加わり余

震が続く危険な状態の中、救出活動が行われ

ました。その結果、午後4時 52分には町内

全域の救出作業を終了し、行方不明者ゼロを

確認することができました。

今回の地震では日頃からの住民と地元消防

団の連携と信頼関係が最大限生かされ、いち

早く救出活動が開始されました。また地域コ

ミュニティの存在から、所在確認をスムーズ

に行うことができました。

こうして約 300名もの生き埋めになった

人々を救出することができ、犠牲者を最小限

にくいとめることができたのです。

8
 



体育館には多くの人が避難し、毎日のように余震が起こっている中、不安な日々を過こ込しました。（育波小学校体育館）

北淡町では従来災害対策本部に基づく避難

箇所として 11カ所を指定していました。し

かし、今回の地縦による家屋倒壊が想像を絶

するものであったため、当初住民はそれぞれ

に安全な場所を求め、 18ヶ所に避難してい

避難状況
避難所 避難若政（正人該） 避雌期間

1 野島保育所 723 1/17~1/23 

2 野島江崎集会所 3.593 1/17~3/31 

3 野島小学校 8,896 1/17~3/31 

4 町民センター 25.673 1/17~4/l 0 

6 福刃会鱚 3,349 1/17~3/31 

6 簡保センター 5,672 1 /17~3/20 

7 富島小学校 2.200 1/17~1/21 

8 北淡東中学校 4,961 1/22~3/31 

9 浅野小学校 11.332 1/17~2/27 

10 浅野保育所 973 1/20~2/7 

11 浅野コミセン 93 1 /17~1/19 

12 JA日の出育波支所 372 l /l 7~1 /24 

13 育波公民館 5.427 1 /17~3/25 

14 育波漁協 770 l/l 7~1/24 

15 育波小学校 10.256 l /l 7~2/21 

16 北淡西中学校 2.757 l/l 7~3/12 

17 黒谷公会所 216 l /17~1 /24 

18 生田小学校 150 l /22~1/24 

19 室渾小学校 7.415 l /17~3/l 0 

20 老人福祉センター 1.447 1 /17~2/16 

合 計 96,280 

ました。蚊大時には 3, 6 5 0人、約 30%

もの住民が避難しました。

家族や家を失い、失意のどん底で始まった

避難所生活でした。余旋の続くなか、人々は

不安な毎日を過ごしていました。しかし、た＜

さんの方々の支援・激励に支えられたことで、

厳しい生活にも耐えることができたのです。

平成 7年3月1日からの仮設住宅完成にと

もない避難者は徐々に減少し、 4月l0日を

最後に避難者はゼロとなり、避難；所は解消さ

れました。
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避難所で余震の続くなかテレピに見入る子供たち
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避難所前で子どもたちと話される天皇陛下

（町民センター前で）

まだ余震のつづく 1月31日には天皇 ・皇

后両陛下が北淡町をご訪問になり、被災者を

直接励まされました。避難所ではやさしくい

たわりのおことばをかけていただき、避難者

を力づけていただきました。

避難所での食事は、 当初は各避難所に配ら

避難所でのポランティアによるマッサージのサーピス

避難所ではマッサージ師、美容師などの特技をもったポランティアも
多く訪れ被災者を励ましました。

被災者に微笑みかけられる堅后陛下

（町民センター前で）

れてきた冷えたおにぎりだけでしたが、全国

各地から来ていただいた炊き出しや各避難所

で行われた共同自炊で、温かい食事が確保で

きるようになりました。自衛隊や民間ホテル

等の協力により、断水により入ることができ

なかったお風呂も入ることができるようにな

りました。また、散髪やマッサージなど専門

家のご協力もいただ くなど、多くの方々の励

ましをいただきました。

1 月25日には共同炊事ができるように各避難所にはガス台•釜が設置
され、避難者は一週間ぶりに暖かい食事を楽しみました。
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撤去作業中、倒壊家屋から住民の要望により家具を持ち出す自衛隊艮。

絶望と不安の中にいた私たちの唯一の心の

支えとなったのが自衛隊で した。

震災当日 から3月末まで74日間にわたり 、

倒壊家屋の撤去をはじめ、給水 ・給食 ・入浴

支援など、幅広い支援活動を繰り広げていた

多くの人が大きなフロであたたまりました。

だきました。

災害派辿終了式 (3.31) では、善通寺

市へ1倍られる 45 0名の隊員のみなさんを、

私たちは感謝を込めて見送りました。

北淡東中学校グラウン ドに設図された＂仮設フロ＂
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被害調査や肇戒活動のためパトロールを行う警察官

（富島地区）

岩屋野察署では、従災当日から 1月末まで

2 4時間体制で舒戒活動を行いました。また、

道路事梢の悪化に伴う交通事故を防止するた

め、交通整理やパトカーによる広報活動を続

け、総出動人員数は、県外の応援を含め延べ

3, 8 0 0人にのぼりました。

淡路広域消防事務組合岩屋分署北淡出張所

では、袋災直後より、地元消防団のリーダー

となり救出 ・救援活動を行いました。
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ため池決壊を防ぐため作業を行う消防団員

能災発生直後、地元消防団貝らは自らの被

災を省みず、各団貝が独自で救出活動を始め、

住民との連携により犠牲を最小限にくい止め

ました。

旋災後 1か月余りにわたり 、2次災害防止

のため昼夜を問わず消防活動に専念しました。

広域消防による救出活動（富島地区）

縦災当日から 2月 14日まで、24時間休

制で山股崩壊 ・ため池決壊などの 2次災害防

止のため非常体制を続けました。



全国から寄せられた救援物資を整理するボランティアのみなさん（富島小学校体育館）

仮設住宅での植栽活動（斗ノ内 •背山2団地）

13 

旋災発生と同時に全国各地から多数のボラ

ンティア支援があり、その総数（平成 7年 4

月28日まで）は 8,5 0 0人にのぽりました。

個人だけではなく各種企業 ・団体からも参加

いただき、 1日最高 21 5名を数える日もあ

りました。

ボランティア事務局を自ら股樅して役割分

担を行い、膨大な茄の救援物査の整理 ・分配、

仮股住宅への入居の手伝いなど、様々な支援

をいただきました。
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ボランティア事務局での様子



日赤奉仕団のみなさん

による炊き出しの様子

（町民センター前）

温かい食事は本当にあ

りがたいものでした。

避難所での不自由な生活を強い られた私た

ちを励まそうと、多くのみなさんが各避難所

で炊き出しを行ってくれました。

「栄養つけてガンバッテ」 と手渡された温

かい差 し入れが私たちの体と心を温め、疲れ

を癒してくれました。

また、 全国各地からあ らゆる種類の救援物

賽が激励の手紙とともに届けられ、このよう

な多くの人の温かい羞慈が、 未来への希裟 を

失いかけていた私たちに明るい希望の光を与

えてくれました。

淡路農高生徒1こよるぜんざいの炊き出しの様子。

せんざいの甘さが疲れを癒してくれました。

（町民センター前で）
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全国から届けられた救援物資
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臨時診療所で治療を受ける被災者（町民センター）

避難所での医療活動（北海道・奥尻町の医療スタッフ）

縦災当日から全国各地の医療機関により医

師 ・落談婦の派辿をいただき、臨時診療所が

各地で開設しました。

袋災による重軽傷、流行性感宮などの治療

に多大な支援をいただきました。
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十 日＊が十亭社
~ 

． ．~・

”冒霞揖品
グ

＂^ ””杜証
十日L

“'十字＃

虹 坪 ＊日 ＋..,. 
届けられた多くの医薬品
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祈り
-....--,, 99.,''99．9,9:999_,,., 

滉乱が続く 中、捉災発生の翌日の 1月l8日、亡くなられた方々の合同葬儀が町民センター

大ホー ルで行われ、辿族をはじめ多くの人々が参列し、深い悲しみに包まれました。

阪神・淡路大震災畏牲者追悼式典

胆災から 1年を迎えた 1月21日、町民センター大ホールで阪神 ・淡路大総災犠牲者追

悼式典が行われ、辿族をはじめ町内外から 60 0人が参列し、犠牲者の冥福を祈りました。

式典では町長 ・辿族 ・友人たちが追悼．の言業を述べ、復典への決意を強く密いました。

16 



犠牲者の冥福を祈り手を合わせる子ともたち

北淡町長 小久保正雄

風光明媚、そして平穏で住みよい町であった我が

北淡町が従度7という激震によって有史以来かつて

ない未曾有の大災害を被り、これからの人生を夢見、

あるいはおだやかな余生を楽しもうとする方々の素

lliliらしい人生が一瞬のうちに奪い去られてしまいま

した。この無念さを思うとき誠に断腸の念やみ難く 、

痛恨の極みでありますが、さらにこの 1年という時

|lf1の経過の中でさまざまな感慨を抱き 、忘れること

のできない過酷な体験のなかで苦悩の日々を送って

おられるご辿族の胸中をお察し申し上げるとき、万

感胸にせまるものがございます。

この大災害により、壊滅的な打撃を受け、余りの

被害の大きさに時には挫折感すらも味わうなか、こ

の 1年、無我夢中で走り続けてこられたのも多くの

方々の図り知れない程の心あたたまるご援助をいた

17 

だいたお陰であり、そして町民各位の北淡l町再建へ

の豚い熱意のたまものである、と改めて深い感慨を

槌えるものであります。

あれから 1年。この大災者にもへこたれることな

く、 21 ・I且紀をめざした以前よりも素II胄らしいIIりを

再建しなければなりません。そして、 子や孫の世代

から、感謝してもらえるような、ほめてもらえるよ

うな北淡町を町民一致結束して建設しなければなら

ない、と決意を新たにしております。

どうか皆さん、あなた方がこよなく愛された北淡

町をお守りください。私たちは平成 7年 1月17日

を深く心に刻み、永辿に阪神 ・淡路大震災を忘れる

ことなく、どんな災害にも負けない安心 • 安全 ・ ゆ

とりある町づくりを進めることをお約束し、とこし

えに安らかなご冥福を心からお祈り申し上げます。



造族代表裏井

昨年のクリスマス、12月25日に雪が降りました。

あの日（平成7年 1月17日）の朝の留のような

寒さを思い出しました。それまでも思い出すことは

あっても、袋災後の監理や仕事に忙しく、しみじみ

と思い出すようなことはありませんでした。

あの日 、あのJj)し寒さに初めてあの朝を思い出し、

胸が熱くなりました。

町の中を走り回っていたかっちゃんやあおいちゃ

ん、そのほか多数の犠牲者、その家族、友達、心の

紺社 えり（磁島）

もう地震から 1年がたつね。かっちゃんは、今何

をしているの。かっちゃんが亡くなってしまった時、

すごく悲しかった。 1年たった今もすごく悲 しい。

かっちゃんの席は、 4年生の時と同じように、今

の 5年生の教室にあるよ。いつも花を飾っているよ。

花が枯れてきたら、先生が新しく変えてくれて、い

つもいつも咲いている。かっちゃんもそんな花のよ

うに明るかった。かっちゃんは、いっぱいやりたい

ことがあったでしょ。たった 10歳で亡くなってし

まって、まだまだこれから、いっぱい生きていけた

のに。私は、地震をイヤというほど増んだよ。だっ

て、かっちゃんの命を蒋っていってしまったんだも

の。私は、かっちゃんの分まで頑張って生きるよ。

だからかっちゃんも応援してね。

永田理恵 （窟島）

あおいちゃん。お元気ですか。私達6年生は元気

です。あおいちゃん、あの 1月17日に起きた大地

旋からもう 1年が過ぎましたね。 もし、あの地縦さ

え起きなければ、あおいちゃんは 6年生としてみん

なと過ごしていたのにね。あおいちゃんがいたら 、

エスケンもサッカーもバスケットもバレーも野球も

みんなと一緒にできたのにね。

あおいちゃん、天国でヒマだったら、いつでも私

達を見守っていて ください。

18 

宏（宮島）

中の悲惨な思い出·…••。 ほとんどの人たちが出会う

ことのないような試練を経て、強く 、そしてやさし

い心を得たのではないでしょうか。

このような想い、思い出を持った人々を臼IJらない

ようにするためにも、 二度とこのような悲劇を繰り

返さないまちづくり ……。子どもたち孫たちが、こ

の町を出ていかずに器らし続けることのできるまち

づくりを、行政、住民ともに協力して考え、作り 上

げていくことが私たちの使命ではないでしょうか。

大崎慶子（富島）

私は、今もかっちゃんが教室にいるように思う。

そろばんにもお買い物にも、みんなでよく 一緒に行

ったね。私は、とても楽しかったあの日をいつまで

も忘れたくない。

私が避難した時、何かとてもイヤな予感がしてい

た。その結果、私のお母さん、かっちゃん、霜島の

人たちの命を奪っていった。手を合わせ、みんなの

無事を祈っていたのに、ダメだった。町民センター

に行った時、かっちゃんの死を知った。まるでテレ

ピドラマのようだった。とても悲しくて、涙が止ま

らなかった。色々な思い出が頭に浮かんできた。

かっちゃん、今、天国にいるんだろうね。いつま

でもいつまでもずっと私たちを天国から見守ってい

てね。ぜったいだよ、約束だからね、かっちゃん。

坂部真紀（冨島）

あおいちゃん、今どうしていますか。私述 6年生

2 2人は、 元気で頑張っています。

私たちのなかで誠近、エスケンが流行っています。

あおいちゃんは、元気でスボーツが好きだったので、

エスケンなんかやったら本当に得意な気がします。

今まで 「あおいちゃんがいたら」と思うことがた＜

さんありました。みんなでサッカーをしている時な

んか、ポールをもって走っている ような気がします。

あおいちゃん、これからも私達を見守っていてね。
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家屋の撤去

兵廊県南部地疫は、 IIII内全世帯の 9割を越

す家屋に甚大な被害をもたらしました。

町の一日も早い復旧のためには、膨大な屈

の倒壊家屋の早期撤去が必要と考え、本格的

な家屋撤去を平成7年 2月6日から開始しま

した。

家屋の撤去作業は、陸上自衛隊第二混成部

隊の支援及び地元建設業者の協力を得ながら

行われました。撤去した家屋数は、市街地部

分の第 1期工事（同年3月31日まで）と山

間音I.iの第 2期工事（同年 6月20日まで）で、

合わせて 1, 8 3 7件にも及びました。

家屋撤去に伴い搬出されたガレキは、町内

2カ所の仮趾場に集められ、可燃物で42, 1 

8 8 t、不燃物で 123,968tにもなり、

ガレキを迎ぶトラックの列が町内の至る所で

見られました。

i 
_、-—“

自衛隊員による撤去作業

浅野仮濫場ヘガレキを運ぶトラックの列

家屋撤去のようす
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仮設住宅の建設
..., 

従災で住宅をな くされ、 不自由な避難所生

活等を強いられた方々が、町内にはたくさん

います。

希望に満ちた生活を取り戻すためには、家

族との安らぎの場の確保が大切と考え、被災

者の一時的な住宅確保のための応急仮設住宅

の建設に甜手。被災後3カ月の急ビッチで町

仮設住宅分布図

背Ll.J2団地78戸
(3/1入居）

育波埋立団地 68戸
(3/26入居）

2鼻、
室津埋立回地56戸

(3/7入居）

21 

建設中の背山1.2団地

内 12カ所に 600戸の応急仮設住宅が設樅さ

れ、平成 7年 3月 1日の第 1次入居を皮切り

に、被災者が自らの住宅を再建するまでの生

活の安定が図られました。

會 20戸



袋災は商店街などにも大きな被害をもたら

しました。 しかし、被害を受けた店主の方々

は、早く店を再開させようと 11『内各地でコン

テナハウスや露店などで営業を始めました。

約 10 0店舗が辿なった窃島商店街では、

8割の店舗が全半壊しました。自分たちの手

でもう一度商店街の再建をと、被災店主は裟

災後の 1月末から模索。プレハプでの営業再

開に賛同する店主たちが、富島商店街共同仮

設店舗組合を結成し、3月初めから逆；業再開

に向けた活動を開始。飲食店 ・八百屋 ・鮮魚

店など 12業腫の被災店が入ったプレハプ共

同仮設店舗を 2カ所で建設し、 5月 13日、

目玉商品を揃えたオープニングイベン トと共

に営業を開始。辿日買い物客らでにぎわい、

沈んでいた町に活気をもたらしています。

22 

地箆により、 Il「「水道は断水し、未給水地区

の仁井地区では井戸の枯れた所が多く 、不自

由な生活を強いられています。

IIITでは、早期完全復1日を目指し、復旧工事

を開始。飲料水の確保や、地場産業であるの

り生産用水の確保など仮給水管での給水が開

始されました。仁井地区には臨時の給水所2

カ所を設侶。毎日ポリタンクに水を汲みに通

う姿が見られました。

＼ 

戸疇-曼葬J更- .`‘‘‘̀．‘‘‘‘‘‘'i.、：元翫；
-・ ・,・ヽ・`1-
= -“,¥玉つ～i“ ~ 

仁井地区の臨時給水所で水を汲む住民



激励イベント

いきいき淡路島フェス―
プイパル「絆の会」によるポランティアコンサート。北淡コーラス忘れな草、会場の人々とともに「いつでも夢を」を合唱

.、,9ノ

,.. ,, 
t
 

、・•• 
の明邸

' 、ょうす

会場内の観客

町の復興の気巡を盛り上げようと 、

町内では多彩な激励イベントが繰り広

げられています。

平成7年7月29 ・ 3 0日には震災

に兵けず、がんばっている淡路島を広

くアピールするため＂いきいき淡路島

フェステイパル＂を開催 。ポランティ

アとの交流会、上沼恵美子さんらによ

るトークショー、橋幸夫さんら「絆の

会」によるコンサート、特産品販光の

粁空市などが開かれ、会場には明るい

笑頻があふれていました。
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内で繰り広げられた
励イベン ト

飾分（写頁） 1地震鬼に対して町長や消防団
長などが豆まきを行った

ガンパレほくだん 陸上自衛隊第2混成団音楽隊

激励コンサート の皆さんによる演奏会

テディベアーブレゼ 震災で傷ついた子どもたちに
ント （写真） とアメリカのIL理学者から町

内の保育園児331人にくまの
ぬいぐるみが贈られた 1 

ほくだん復興支援 ・
工藤重典フルートコ
ンサート

いきいき淡路島フェ
ステイパル

ザ・イエロー ・モン
キー震災復興コンサ
ート

復興激臥演奏会 兵庫県董察音楽隊の皆さんに
よる演奏会

H8. 3.27 ソウル・ フラワーモ
［小倉団地ふれ ノノケ ・サミットの I
あいセンター） ＂なつメロ'’コンサート

HS 3 29 I 地元の子もりうたを
衝民センター］ ブロ歌手が歌う震災 I

復興コンサート

H8. 5.24 震災復興NHK上方
[lBJ民センター］ 演芸会公開録音会

HB.5.25 みるコンサート 生演奏と影絵による 「セロひ
［町民センター］ きのゴーシュJ

H 8.11.10 ～町づくり ・夢づく 震災支援に感割し、ふるさと
［富島l」I] り・人づくり～ 復興に、がんばつている町を

第1回産業文化祭 PR 

節分の豆まき、地震には負けない！！

テデイペアーをもらって喜ぶ子どもたち

訂

｀ ssこ“ 
産業文化祭で買いものをする人たち

?4 
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北淡町は約 1731慈円の災害復旧事業を優先

して推進するため、他のプロジェクトを凍結

しました。災害救助法の指定をうけて特定被

災地方公共団体に指定され、国の財政支援の

地震により大きく崩れた大石地区の現場

下、平成7年度末で復1日率74,9％を達成し、

平成8年度末には復旧事業はほぽ完了します。

今後は「復IEI」から「後典 ・再建」への、第

2段階に入ったところです。

復1日後の同地区

＼ +—i = -

J.---. 4 “ 丁二亡〗 ＾
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生田邑原池の復1日工事現場。町全体では277ヶ所のため池が被害を受けました。地下水位の異常な低下と、
ため池の亀裂により、農業用水の確保が難しく、作付不能になるところがありました。

今回の従災の教訓の一つとして住民へ

の•I胄報の伝達方法の確立とリアルタイム

な被害情報の収集があります。捉災後数

時間は砥話が不通状態にあり 、被害情報

の収集は消防団貝の伝令に頼らざるをえ

ませんでした。

この教訓を生かして平成 7年度及び平

成 8年度の 2ヶ年をかけて防災行政無線

を整備しました。役場親局 （写真右） と

子局 27局及び移動局 69局により大災

害時の•I胄報伝達にその威力を発揮するこ

とができます。
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復興の道標
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今回の兵）取県南部地震で住民の失ったもの

は計り知れないものがありますが、その復興

の指針となる「北淡町震災復興酎画」は、町

識会識貝 ・ 各種団体 ・ 県職員 • 町職貝ら 2 0 

名により構成される「fl彫裂災復興計画策定委

貝会」が、活力ある未来文化都市の創造をめ

ざして策定したものです。

都市基盤整備等の早期復旧及び整備を中心

とした、 「モノの復典」と 、被災者や社会生

活弱者への十分なメンタルケアを含めた「こ

ころの復躾」を念頭においてその推進に努め

ます。

北淡町復興計画の概要
個人住宅の建設・支援 被災者の住宅確保（分譲宅地、分譲住宅の供給等）

住宅の再建ゴ＿ て：住環境の早期整備

公営住宅の建設—新たなまちづくりと連携し、 1

仮設住宅入居者の生活居住環境向上及び周辺閑境整備等

生活の安定 ・仁井地区への給水活動の実施

被災住民や社会生活弱者への生活精神面からのケア

固定炭産税、県•町民税の減免、制度貸付の利用支援等、救済特例策の活用 •支援

支え合いのまちづくり 地元の各種団体、サークルとの連携強化充実、近隣コミュニティの醸成

塁虹｛ て ：：イ主福民こここ二こ等備充実

緊塔て馨らせるまち -E •生活拠点機能を支える社会生活基盤の早期復1日（道路上水道、 公共施設等の復l日）
上下水道施設及び生活環境胞設の整備

既成市街地の整備・再 冨島震災復興土地区画整理m業
生 L ．各集落の住環境の整備（野島浅野、育波、室津の各地区）

自然・歴史•生活文化
と調和した景観・街並

安全で快適な みの形成

；くり土新たな
の形成 ←・活性化に向けた新たな産業拠点づくり

災害に強い交通体系の整備（道路網交通ネットワークの整備）

災害に強いまちづくり 王・防災計画の策定及び避難拠点の活用整備
防災活動体制の整備強化
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低良農地の整備・確保
農業の振 興 殷業経営の合理化

産業の振興 → ――--［農業の高付加価値化•高次化
漁業施設漁業炎源の整備充実

漁業の振興 一＿—-~地現頁源の有効活用策の推進
漁業の高付加価碩化多角化

商工業の振興 地元商店街規模に応じた活性化の推進

自然満喫型・体験・滞在

観光の振興1開醤光・保養地として

新たな観光事業への取 新たな観光棗源の発掘創造
り組み -―亡交流体験型の観光事業の展開

固有文化の伝承・文化財 ・地元固有の祭りの伝承
保護 ―亡歴史民族棗料館を活用した文化遠産の保殿等

澁・学術の十一農畠塁交流•国際交流
本町のポテンシャルを活 防災記念公園の歴致
かした文化・学術の振興 ~地震博物館の建設
学校教育・社会教育施設 —·淡路園芸学校の銹致促進等
の整備充実

ともに手を携えて ～北海道奥尻町との姉妹都市提携～

平成8年3月24日、北淡町と北海道の

奥尻町は、 「共に従災で大きな被害を受け

た両町は、被災者同志が慰め合う消極的な

28 

閲係ではなく 、この縦災を機に励まし合い、

長期展望にたった 2l世紀の地域づくりに過

進する。」ために姉妹都市提携に濶印しました。



住宅の再建

•一 —--•9-ごご33笞需雰
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北淡サンセットタウン（定住促進団地）宅地分譲
平成8年9月 35区画分譲 平成9年7月 19区画分譲予定

住居が全半壊し、早急に自力での住宅の再

建 ・確保が難しい方を対象に、町では災害

公営住宅の建設を促進し、生活話盤の確立

を図りました。また都市計画区域指定によ

り元の場所での住宅再建が難しい方のため、

宅地分譲 (I町・県住宅供給公社）を予定し

ています。住宅の復典は徐々に進んできて

います。
浅野ウィズタウン

(106区園分誼予定）

百波町営住宅
20戸

公営住宅・宅地分譲

29 

小倉町営住宅
14戸



町営災害公営住宅
（育波住宅 20戸）

平成8年9月4日完成
平成8年ll月1日より入居開始

町営災害公営住宅
（小倉住宅 14戸）

平成8年9月24日完成
平成8年ll月1日より入居開始

県営災害公営住宅
（浅野南住宅 65戸）

平成9年2月18日完成
平成9年2月18日より入居開始

今；1

ーン
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未来を見つめて
倒 ・損壊家屋が多く 、建物全・半壊率8割

を超える被害を被った窟品地区については、

土地区画整理事業の手法を用いて、安全で快

適な道路及ぴ、防災拠点として活用できる公

園を配附するなど、災害に強いまちづくりを

目指し、うるおいとアメニティを重視した本

町の中心市街地を創出します。

また、野島、浅野、育波、室禅の 4地区市

街地についても、密集市街地整備促進事業や

漁業梨落環境整備事業等の母入により、生活

道路や公園の整備、コミニュティ住宅の建築

を行います。

富島地区土地区画整備事業計画図

■富島
土地区画整理事業

安全で快適な道路・防災拠点となる公園など整備

■野島、浅野
漁業集落環境整備事業

生活道路や公園の整備

■育波、室津
密集市街地整備促進事業

生活道路や公園の整備・コミュニティ住宅

の建築

平成9年3月現在

， 
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商業施設街区

現在、点在している商店を一ヶ所に集

めて商業地を形成するという要望もでて

おり、事業計画の中で検討されています。

31 
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一般住宅街区
従災l時に倒壊した家屋等により 、車両の通

行が不可能になった経験から、防災に重点を

おいた道路計画に基づき都市機能と生活現税

の整った市街地の形成を目指します。
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共同住宅街区
自力での住宅の再建の困難な方のために、

密集市街地整備促進平業によるコミュニティ

住宅も予定されております。 ／ーニ

.----
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地震と断層

日本の地疫の多くは断陪の活動によるもの

です。プレート遥動などによって加えられた

圧力で岩盤が破壊され、岩盤がずれ動く（断

層活動）ときに地縦が発生します。地能を起

こした断層を縦源断思（地表では地製断陪）、

ずれが始まった地点を従源といいます。

断陪は上下方向にずれを起こす断／習（縦ず

れ断陪）と水平方向にずれを起こす断層（横

ずれ断陪）があり 、加えられている力の向き

と大きさに関係しています。

断層の中で現在も活動を続け、将来も動く

可能性のある断層を活断層といいます。

震源・震源断層 ・地表地震断唇の関係
「平成7年度野島断屈保存検討委員会謁百概報」より

日本には多くの活断｝思がありますが、近畿

には特に多く、六甲山地から淡路島にかけて

は活断陪が連なる地域です。これらの活断庖

は現在も活動し、今後も断陪運動をおこす可

能性があります。

播 r~ iii 

z‘-

／
 

,-
ぐ

ヽ
ー,

9
1
0
 

／
 

ー
大E
烹
罰
＂

ー

‘、
I
 

大阪溝

I o 

＇ .,.,., 
，，， '會
r --一一. ... -・ I 

---..,, ／ M) J 

厄
／

0,, 

一大阪湾周辺の活断層 「平成7年度野場断屈保存検討委貝会調査概報Jより
1 ．仏念寺1.u断筋、 2．伊丹断庖、 3,"l|：以断回、 4．芦屈断図、 5．五助橋l訴J~ 、 6.~叩j山断陪、 7．須磨断肋、 8．浅野I訴培、 9仮JA断附、 10．楠本l祈KY 、 II．志筑断層

34 



兵庫県南部地震と野島断屑
兵祁県南部地従：1995年1月17日5時46分52.0秒
震央位t四・深さ・マグニチュード

北緯：34゚36'
束経：135゚03'

深さ：14km I、*/／--3ド伽e賃

M:7.2 
(loa,.,. 

為汲

尻 丸叫
J・冠盆い翠.. .,., 

o• 

①。
＂’●鼻｝ ．

゜

00 a 
注） ・［~は気象1号柑•以外で気象）手が観測した震度、以上の観測点

沖 i獣品は臨時観測点
裟度の観測は酎・i)llj震）虻針による(t1・i)I(J紺腹針：地震動の加述IJ!:、Ji',1期から震度を多紅：出）

「平成7年度野島断屈保存検討委貝会調査概報」より

兵庫県南部地震の余震分布と活断層 (0印が余震）

__,,. 

o゚

野島断屈

、本，五

z

、-

平成 7年 1月17日午前 5時 46分1明

石沸峡付近に旋源を持つ兵廊県南部地

震が発生しました。この地袋による揺

れは関東から九州に至る広い範囲で確

認されました。余震は淡路島北部から

宝塚市西部へかけて起きています。こ

れは六甲山地から淡路島北部にかけて

辿なる「六甲一淡路活断｝罹系」に一致

しており兵廊県南部地胆は「六甲一淡

路活断翔系」の一部が再び活動したた

めに起こったものだと考えられています。

野品断｝習は「六甲一淡路活断｝名系」

の一部で、兵廊県南部地旋を起こし、

地表に現れた断思です（神戸側では明

瞭な地縦断際は確認されていません）。

この断思は兵｝庫県南部地縦以前に発見

されていた断屈ですが、詳しいことは

わかっていませんでした。

「平成7年度野島断屈保存検約委呉会調歪概報」より

江崎灯台へ上がる階段のすれ
（撮影：広島大学教授中田高氏）
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兵廊県南部地捉により地表にあらわれた野島

断l愚は、野島江崎の江崎灯台付近から野島孫浦

までは山地と斜面地の檄界を通り野島忍£ii|iから

南へ2条にわかれています。江崎灯台付近から

窮島付近まで約 10 kmにわたって地表にあらわ

れていました。地縦龍後は町内各地で野島断培

によるずれがはっきりあらわれた場所がありま

した。

その中でも小倉地区は土砂採取地の中を断陪

が横切り 、畦や水路、道路、 生け垣、畑、塀等

多くの人口物が縦・横ずれをおこし、 二本にわ

かれた断屈や直線的な断罰による地形の変化が

あらわれており、保存の必要性が嵩いと考えら

れています。

最大の変化が現れたのは野品平林地区で、縦

ずれ 1.2m、横ずれ 2mのずれが起きており、

学術的な価値が高いとされています。

ッふ滋圧

野品地震断屈の位四 「平成7年度野品断屈保存検討委貝会調査概報Jより

野島断陪は断膀面をが糾こして南側 （山側）の方

が大きく動いており 、南側 （山側）の岩盤があが

り、西へ動いています。動いた磁はその場所によ

って迩います。

江崎地区の水田のすれと亀裂（撮影：広島大学教授中田高氏）
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野忌平林地区道路のすれ（撮影：中田高氏）

梨本地区

i 

水田の中を走る断図（撮影：中田 高氏）

＂＂ 

小倉地区 2本にわかれた断屈（撮影：中田 高氏） 小怠地区直線的な断屈（撮影：中田高氏）
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野島断膀は兵廊県南部地捉の際あらわれた

断陪として、また活断陪と地縦の関係に関心

が集まった点について、防災教育の資料とし

て、学術的 ・社会的に費璽な資料です。多く

の研究者 ・調査機関が調査を行っている他、

一般の方々の関心も高く 、町では野島断層の

保存 ・活用を検討してきました。

小倉地区においてはシー トによる表面保存、

フェンスの設四、仮保存施設としてのビニー

ルハウスの設骰を行ってきま した。

さらに地従と断恩に関する理解を深めてい

小倉地区 シートによる保存(H.7.1~H.8.5) 

北淡町震災記念公園（仮称）完成予想図

ただくため、北淡町では野島断層の一部を国

の天然記念物として申請したいと考えていま

す。また、兵廊県と北淡町では小倉地区にお

いて「北淡l町艇災記念公園（仮称）」事業を

計画しています。これは断陪を保存する断陪

保存館、地箆や断愚について学ぶ地縦科学館

のほか、物産館 ・レストラ ンなども設骰し町

の活性化に役立つようにします。この事業は

平成 10年春一部オープンをめざしています。

＇
（
・
全
喋

~

小倉地区 仮保存用ビニールハウス(H.8.6~)
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兵庫県南部地震 （阪神・淡路大震災）の記録 (H7.1.17~H8.1.21)

平成7年
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兵li11県南部地従発生午前 5時46分
北淡町災忠対策本部を骰骰

災沓救助法指定（神戸市、北淡、itlt名、東iili、淡路、一

宮町）

※2月 1日現在で10市10町を指定。
自衛隊災習救援（第3嵩射特科大隊 ・姫路市、～ 1月20
日）

南部地梃北淡町犠牲者合同葬儀 （町民センター）

/j;（他三郎衆議院紐且視察

貝原俊民兵／氾県知事視察

小沢i槃国土庁長官視察

避難所に仮設診根所1H•J設（町民センター他15箇所）
気象庁、北淡町役場に地従計と従度計を設骰

道路啓l杵1作業及ぴ追路への倒壊家屈撤去1開始

気象庁、兵庫県南邪地挺が梃度「 7」の激漿と発表

自衛隊災咎救援 （第2混成団 ・香川県善通寺市、～3月

31日）

避難勧告発令（生田地区、硲/Ji（池、 22日陪除）

共照党隈且調査団来町

淡路交通パス （西iili線）巡行再IJll
明石・岩／桑フェリー巡行再(Jり

姉妹都市セントメリース市、梃災犠牲者の冥福を祈るミ

サ、総合援助基金協会を設立 し義援金を募集 (5回にわ

たって送金）

兵／』ド県知事調査団米町

避誰所への避難ピーク (19箇所、 3.650人）

セントメリース市議会が、姉妹都市 ・北淡町のご友人方

に対するお見井いに関する決議

中筋 茂前北淡町長逝去 (26日、診H筏告別式）

学校、保脊所全面再IJII
仮設住宅建設l片J始 （背山第1団地、 ～4月4日、総数600
戸）

自民党現地視察団来町

衆議院災也対策特別委且会被咎状況調査のため来町

亀井静香巡輪大臣来町

原他三郎衆議院紐且来町

谷津義男屈林水産政務次官来町 （活斬附調査）

野坂浩抒建設大臣来町

天島畠后両陛下被災地行幸啓 （町民センター）

河野洋平iil総理兼外務大臣被災現場視察

大河原太一郎／品林水産大臣被災現地閤査（山、池崩壊、

漁迷等）

野中広務自治大臣被災地激励来町 （被災地、活断層、対

策本部）

梁瀬進建骰政務次官被災地開査
倒壊家屈撤去作業開始 （自衛隊、建設業協会、 II班編成）

北淡町都市計画区域指定区域を告示

久野就一郎国土政務次官来町

溜水義久建設省都市局技術稲隈宜来町 （現兵耶県副知事）

北淡町都市計画事務所開設 （現都市整伽事務所）

仁井地区の自衛隊給水支援開始

小里貞利地災担当特命大臣来町

北海追奥尻島医療団来町 (-18日）

都市酎匝i稲紐委且会1H•liili
窪J．．り地区土地区画事業説明会

震災 lヶ月、全住民による犠牲者への黙祷

土地区画整理事業地元説明会 (-20日）

災唐弔慰金 ．災窮見邦金1:Iliiii開始 (~2月末）

仮股住宅入居抽選開始 (~24日）

水迫、仮復IEIにより全域通水

救援物夜第 1次配分J≫.j始
被災市街地復輿特別措骰法施行

第296回北淡町狼会臨時会1}！l1椛
檄甚災害に指定 （災害名、阪神・淡路大災災）

特定被災痴呆公共団体政令市町村に指定〔 l県9市 7町〕

※阪神 ・淡路大縦災に対処するための特別の財政援助及

ぴ助成に1関する法律

1_;i；島地区土地区画整理事業説明会 (-12日）

仮股住宅入居開始

第297(百（北淡町猥会定例会 (-28日）

3月11日
3月13日

3月17日

3月1913
3月21日

3月22日
3月26日

3月308

3月318

4月1日

4月6日

4月8日

4月9日

4月10日

4月12日
4月13日
4月17日
4月19日
4月22日
4月29日

5月1日

5月21日
5月24日

5月26日
5月27日

6月1日
6月9日
6月11日

6月13日
6月20日
7月18日
7月23日
7月30日

7月31日
9月1日

9月13日
9月24日
10月1日

10月20日
10月1日

11月9El 

11月26日
12月25日

救援物査第2次配分

北淡町醗会が「阪神 ・淡路大霰災に関しての支援に関す

る決議」を行う

兵郎媒が大従災復朕都市計画13地域 （北淡町店島地区含

む）を指定。同時に被災市街地復煎推進地域に指定。

救援物介第3次配分
自由民主党消防餓且団来町
ガンパレほくだん激励コンサート （陸上自衛隊第2混成

団 ・音楽隊、東西両中学校）

救援物脊第4次配分

窟島地区袋災復躾協額会が発足 (27名）

救援物沢第5次配分

山腹崩壊危険箇所、大石地区に避難警報 （野1．． ↓小学校へ

避難）

自衛隊淡路1:1i災忠派造終了式 （北淡束中学校）
ポランティアおつかれさまこれからもがんばりましょう

バーティー （老人福祉センター）

北淡町災窪復典基金条例を制定
災害派造戯且滸任 (10名、うち県派遣椒且 3名）

（財）阪神 ・淡路捉災復躾甚金を設立（兵lilu店、神戸市）
仮設住宅すべて完成 (12団地、 600戸）
いきいき淡路島フ ェステイパル実行委員会幹事会 （商工

会館）

兵ilt県餓会紐且選挙が臨時特例により延期 (6月11日）

北淡町都市整備事務所1開設

仮設住宅完成に伴う避難所への避難ゼロ名。野島小は維

続中

阪神 ・淡路大従災濶査衆議院派逍謡且団来町

地すぺり等、危険箇所現地調査 （町、県、消防、警察）

共同仮設店舗起工式 （岱島商店街糾合、 12店舗）

阪神 ・淡路大梃災製査参議院派逍艤貝団来町

救援物賀第6次配分
断培と地袋についての小集会 （町民センター、日本地質

学会）

淡路総合住宅相談所開設 （町民センター内）

記録写真特別展 「阪神 ・淡路大媒災」（歴史民族咬科館）

救援物沢第 7次配分 （米ほか）

衆謡院建股委且会来町

従災復典ひょうごフ ェニックス県民フ ォーラム （一宮町）

第298回北淡町議会定例会 (~29日）

地筵防災対策シンポジウム （神戸市 ・町内2名、 自治大

臣表彩）

北淡町簗災復典計画策定委且会を設似

地裳防災対策特別措骰法が成立
兵廊県醗会餓且選挙 (4.月9日が延期）

共同仮設店舗オープン (1;f島尚店街、12店）

倒壊家屈の撤去作業が完了 (2.150戸）
地筵防災対策特別措骰法施行 (6月16日公布）

参隙院艤且通常選挙
いきき淡路島フ ェステイパル (~31日 鎖魂．感謝 ・復

煎）

町消防団、防災功労者消防庁長官表彰受箕

町消防団•町内会巡合会、 防災功労内1捐総理大臣表彩受
it 
池端消一国土庁長官 （阪神 ・淡路復貝l対策担当） 来町

町醗会訊貝選彬 （任期満了、 同26日、定数16人）

国勢調査 （人口10.688人、 5年1IIlで6.6％減）

野島活断陪に保設フ ェンス殷骰

（社）町社会福祉協醗会、日本顕彩会 ・社会訂献者表彰

受償
総合防災合同訓線 （北淡路3町ー北淡町東部総合開発地

内）

第 1回野島断培保存検討委且会 （教行委貝会）

特別戟と管理臓手当の一部カ ット （駿且ペア分復興査金

に寄附）

平成 8年
1月15日 成人の日ザ イエローモンキー裳災チャリティ・コンサー

卜

1月17日 従災 1年 ・全住民が一斉に黙祷ー一防災行政無線試巡転

1月21日 北淡町犠牲者追怖式典 （町民センター）



兵庫県南部地震に伴う消防団等の活動等時間的経過表 (1/17----20) 

日時分 場 所 、.. ，" -J• 情 報 番号

平成7年！月 北緯34.6度、束経135、深さ20km 地焚発生

17.05.46 

”} 
野島地区 救 出 件 数 46件延活動人9l 290名｝

t]島 各分団只召集 富島地区救出件数 81件延活動人只 461名 総救出件数 156件
浅野 分団単位で救出開始 浅野地区救出件数 9件廷活動人只 92名 延活動人且 1 008名
-(.f波 広域iti防救 出 開 始 介波地区救出件数 8件延活動人は 59名 ' 

名iIt 宝津地区救出件数 12件延活動人貝 136名
自衛隊3な 特 殊 連 隊

06.00 緊．を避雌楊所として町「勺15カ所の公共施設解放し避難所開設 （北淡町）

08.55 北淡町窃 ぬ 北淡束中学校 化学躯品発 火 架品微去被害無 広域（鍋ぬ、前 JII)

09.35 北淡町役拗 被害状況等調査のため対策本部へ 広域（縞品）

10. 40 仁井の被也（役場鰍且詞査） 全壊 2 半壊 9 一部崩壊多数

10.50 北淡町野島平林 民家火災発生 ・死亡者 1名 広域（北淡、岩屈）野島分団

10.55 北淡町野島慕ノ nli農協横 1人不明連絡現場確認に出向 （野1:11分団〉

13. 45 屯津地区 屯津小学校へ40~50名迫腹 分団貶報告

14.55 北淡町役楊 }•t策本部へ 広域（神木、中野）

15.45 北淡町t...-島 県辺確保のためガードレール切断 広域（明谷、山崎）

16.30 li11壊家展調査 野島地区～守波地区詞査終了 16. 30~ 18. 28 広域消防

16.52 北淡町野島硲ノ浦店協横 不明者発見救出 （死亡） 野島分団、広域tl'i防

16.52 北淡町内救出作業終了

17.00 各碩団体を通じて地区内の行方不明者等の訓査指ホ 各分団長

17. 15 北淡町官 島 な島小体行館 屈根亀裂の安全性詞査 這殷諜、広域（中野）

17. 17 北淡町町民七ンタ ー 死体安骰所の応援 広域（森本、浜西、吉川）

18. 10 各分団長から行方不明者等無報告

18.20 北ヒ淡町役楊被害発表 家屈全壊734半壊711死者37人
18.07.00 北淡町役場 災宅対策会議

09.50 北淡町n•島 北淡東中学校 救援物安受取出向 広域消防 5名

11. 15 北淡町n・島 北淡束中学校 日赤からの救援物炎誘荘出向 広域il'i防
12.40 北淡町野島泉中池 池堤に亀 裂報告 池内の切水 l 

16.40 北淡町役楊 災密対策会議 17.00まで

17.20 北淡町役楊 各分団長に地滑り等の管内被客詞査を指ホ

19.00 北淡町役楊 夕食各救康所 配 布 分 団 を 通 じ て 各 地 区 へ

19.08.00 北淡町役場 ii'i防団本部会議

08.00 野 t.¥lヽJ:. 泉中池 水位上昇 池 堤 に 亀 裂 決 壊 の 恐 れ l 

08. 20 北淡町役楊 団体部会議 対応説明

09.00 野島小上泉中池 水防工法実 施 （積土のう） 自衛隊100人、野島分団 1 

09. 15 上のう袋を店島建材まで搬送 広域消防

11. 20 奥の平池 油水調査 12.08 J＼常無 広域（上田 、 山口）浅野分団 38 

11. 20 il'i防本部へ土のう袋要'n02. 10土のう袋I.500枚 1Eij着）
11. 40 北淡町斗ノ内 老人＊ーム、あわじ荘、北淡荘まで物査搬送 広域

12. 45 野島小J:: 泉中池 現地調査出向 副団長繁田他

13.00 北淡町斗ノ内 老人ホー ム北淡荘屈扱修理 広域 5 

13.25 北淡町役場 各分団からハンドマイク本部へ集める

14. 00 生田地区溜め池、怒原池等 水位上昇に伴う状況調査（田主に樋を抜き放流するよう指ホ）16.33まで

14. 50 野島泉中池 使用土のう数3680枚残600 庁舎前 自衛隧より穀告

15.05 洲本市安乎関西水栓 水5}j貨材受取のため 6 

17. 20 野応泉中池 バイプ等査材野島へ 17.20泉中池ヘ 広域（中野、山口） l 

17. 15 野島平林地区溜め池4箇所 水位上昇割査 柴田、役楊2名 7 

17.39 生田池堤 ひぴ割れのため翻査出向 千料皮分団反 8 

18. 45 生田地区溜め池 中fill報告 1料皮分団長

18.50 野ぬ平林地区溜め池4節所 訓査終了帰庁（田主に樋を抜き放流するよう指ホ）

20.00 仁井復木池 堤：体fu裂報告 仁：＃分f団£; ， 
20.50 北淡町役楊 団 対 策 会 議

20.00.00 北淡町生田窃原池 介波分団長より堤体（媒辺）屯裂報告 県土木へ連絡 10 
水位上昇、樋 を 抜 い て 放 流 中

06.30 北淡町役瑞 !Jn：ふ泉中池水位上昇に伴う対策会

09.50 t}•島 飲郡火災 架空配線の短締

10.30 北淡町浅野肉 斧谷池湧水浅野新地へ流水のため 11 

I Vに他方向への流水依額 浅野分団長

10.55 娯中池 水中ポンプ設誼 l 

11. 45 大阪市より （郵政省藤，I~ 、 携常無線50台貸出あり 、災杏後返還 海上保安庁 5名搬入 13 

日立電子長 瀬 ）

14. 30 北淡町 自衛陪15連隊到箔

15.05 大坪前溜め池 堤体に亀裂放流中 ('(:f波分団） 14 

15.55 自衛隊3高特殊連ば 神戸 へ移動

17.00 仁井管内 仁井分団から溜め池詞査結染報告

17.05 に）卜 理m池 、峠下池、復＊他 訓査出向 緊田外数名 15 

17.57 仁井理田i也 排水巡絡あり 17. 17放流閲始（光洋開発）

18.30 イ井峠下池、核木他 排水依頼 （仁井分団）

19. 15 古屈大池 (a裂 5cm 田主 （浅野分団） 16 

19. 40 古屈大池 田主承諾をとり明朝から放流

19.40 仁井扱木池 田主承諾をとり明朝から放流 石井謡廷より

21. 00 北淡町役場 本部分団長会議



阪神・淡路大震災の災害警備記録（岩屋警察署）

1月17日

5時55分第1報

宮島交番、矢本巡査部長から 「住民が助けを求めに来

ている。家が多数倒れ生埋めが出ているもよう 、これか

ら現場へ急行するので応援と救急車の手配を頼む。」と

の本署への寛話報告

6時05分第2報

野島駐在所、横道巡査部長から 「野島駐在所周辺の家

18時00分 24時間常時バトロールの開始

夜flllにおける誓偏体制の強化と24時間常時バトロール

による誓戒活動の実施 (1月31日まで）

20時00分 被災住民の実態調査

避難先及び避難者数

北淡町 13施設 3,580人

淡路町 4施設 140人

束浦町 6施設 200人

が倒れ、多数の生埋めが出ている。応援を頼む。」 との 1月18日 災筈番儒要貝を指揮本部、紐］査 ・救出班、調査班に

報告

6時10分 宿直箕任者の指示

宿直資任者から本署宿直只及ぴ各交番 (5交番）、駐

在所に対して、管内の被害実態の早期把握と報告の指示

6時15分 災害警偏本部の設置

培北、本培到済。全培且に非常召集を命ずるとともに、

培長以下宿直員及び地域諌月による「岩屋警察署災窪警

備本部」の設位

6時50分 救出班、第1陣出動

参集翌・月の第 1陣が本培到治、直ちに救出班を編成。

第1陣を富島地区へ派遺

7時00分 救出班、第2陣出動

参集署貝による救出班、第2陣を野品地区へ派遣

7時50分 他培応援部隊到滸

洲本苔察翌から応援部隊10名、本署到沿。直ちに当翌・

参集署月とともに北淡町へ救出活動に出動

9時00分 災害警備体制の増強及ぴ救出活動

培貝の逐次参集により災密警傭体制を署長以下40名体

制に増強し、警備要且を指抑班、被咎調査班 (3班）、

救出班 (9班）、捜査班 (2班）、交通対策班、補給班、

消防連絡班に編成し、管内の被笞調査、被忠者の救助、

避難誘謀、道路損壊箇所の料］査等を実施

北淡町窟島、野島地区で消防団貝等と協力して、倒壊

家屈等から生存者51名を救出し、管内の病院へ搬送

救出班及ぴ捜査班による逍体の搬送、検視活動の実施

編成し、管内の重点警ら、被習調査、災魯危険箇所の

醤戒、避難所の立寄り 、交通整理及ぴバトカーによる

治安広報等の実施

国立明石病院岩屁分院に収容されていた被災者の検

視と遺族への引渡し

野島硲浦「泉中池」の決壊に備えた、消防団との連

携による誓戒活動の実施

役場前における救援物資盗難防止活動の実施

1月19日 ・ 徳島媒警察バトカ ー1車2名の応援による 、犯罪防

止と広報活動の実施

避難所への訪問活動の実施

1月20日 ・ 徳島県警察バトカー 1車2名の応援による、北淡町

におけるバトロール等地域安全活動の実施

道路管理者と連携した交通対策班による道路パトロ＿

ル、交通危険節所のチェック、県道6路線の全面ii!i行

止め及ぴ交通管制センターを通じての広報活動の実施

1月21日 ・ 徳島 ・ 香川両県警察のパトカー 4~8名 、 三原培月

4名の応援による北淡町における、パトロ ール等地域

安全活動の実施

窃盗団情報に対応した、盗犯等の予防誓戒活動の実

施

降雨情報に備えた二次災害防止の誓戒及び広報活動

の実施

「窃原池」の決壊に備えた現場警戒活動と周辺住民

(141滞、480人）の避難銹導活動の実施

10時55分 他県応援部隊の到沿 1月22日 警備体制を指揮本部、警察班、捜査 ・調査班、交通

対策班等に再編成徳島県警察の機動隊等40名、岩届警察署に到沼。直ち

に北淡町野島へ被災者の救出活動に出動

14時39分 遺体の検視

北淡町民センターで32体 （検視医師…•••北淡町小山

交通対策班による道路パトロール、道路危険箇所の

点検、交通規制標識等の設位、補充及ぴ道路管理者へ

の通報連絡の実施

医師）、国立明石病院岩屋分院で4体、被災者の自宅で 1月23日 交通対策班による国道、道路危険箇所の再点検及び

交通規制の実施 (1月31日まで）1体を検視

17時45分 行方不明者の確認

各町における行方不明者の最終確認 (17時45分現在、

行方不明者「なし」）

1月25日 ・ 銃器対策班による鋏の保管状況の点検 (1月29日ま

で）

1月26日 ・ 気象情報に対応した火災予防広報の実施 (1月30日



まで）

1月31日 ・ 天且、良后両陛下の行幸啓に伴う贅衛苔情 （北淡町

町民セ ンター）

徳島 ・香川両県警察機動捜査隊の捜査用車4IlI..8名

の応援による、北淡町等被災地一体の盗犯特別取締ま

りの実施

2月6日 ・ 自衛松支援部隊等による被災家民の撤去及びガレキ

三原笞察署の応援4名、任務解除

窃知県特のバトカ ー1車 2名の応援による被災地バ

トロールなど、地域安全活動の実施 (3月9日まで）

生活安全課、地域課及ぴ交通牒且による仮設住宅環

境糊査班の絹／成

防犯対策及び交通危険箇所等の実態臼査及び池、古井

戸、その他防犯灯殴整必要箇所の潤査と関係方面への

の投送作突に伴う 、交通整理 （規制）、駐車車両の排 通報連絡の実施 (3月9日まで）

除及び積蔽物転落防止措設の監視砕、交通事故防止活 3月10日 ・ 徳島 ・香川両贅察機動捜査隊の応援捜査用車、4車

動の実施 (3月30日まで） 8名、任務解除

2月8日 ・ 愛媛県警察のバトカー 211(4名の応援による岩J．対笠 3月11El

察署管内、特に北淡町富島地区ー帝の被災地の防犯活

動等地域安全活動の実施

徳島県醤察の応援バトカーが1(4名、任務解除

2月108

のじぎく訪問班による訪問活動の実施

避難所2箇所、仮設住宅2箇所の訪IUI

県立淡路生活科学セ ンターとの連携による悪徳商法

追放キャ ンベーンの実施避難所3紺所、仮設住宅2箇

所ヘチラシl'ic布兵il（県苔察本部に「地域安全推巡本部」が設骰され

たことに伴い、これに対応して「岩届醤察署・地域安全

推進本部」を設置。総合対策班、行政連絡 ・広報班、

特別取締班、地域安全年対策班、交通対策班及び在帽

対策班を編成

3月1613 ・ 徳島 ・窃知県笞察の応援バトカー 2・,1r 4名、任務解

3月18日

ライトアッブ作戟の推進

2月12R ・ 当署・且及ぴ応援バトカーに よる、大雨情報に備えた

二次災害防止広報の実施

岩困警察署 「のじぎく訪1111班」の唱成

当署,u(2名）及び交通指荘R(2名）による、被災者 3月31日

除

応援部伐全て徴収 （婦県）

ガレキ等廃材逐徴時の転落防止措代に関する連絡会

の開催

県下各方面における落下物関辿m故の多発に伴い、

自衛隊作戦会議室に1紺係業者を招致し、述搬車両から

の落下防止措設の徹底と事故の絶無の指導

交通対策班、任務解除

自衛ほ支援部秘による家民の撤去活動終了、部隊撤収に対する心のケアーを主とした迫矮所慰問、防犯指淋、

各種相談受理活動等の開始 4月 1日 ・ 仮設住宅に~Ji犯巡絡所設爵

2月16Fl ・ 岩屈警察培の免許窓口再i月 4月 6日 ・ 早朝一斉保設立番の実施（小学生始業式）

免許更新、被災者に対する特例更新、被災者の免許 4月11日 「ゆうなぎ地域安全ニュース」 4 月号•作成

証の再交付及び相談菜務の開設 北淡町に3.iOO部配布

2月22日 ・ 当界月と応援パトカーによる七ーフティ訪問班の帽 4月148 ・ 派物販売 • 取扱業者に対する市故防止広報の実施

成

銀行守の金股機関 43店舗への防犯指祁の実施

2月28日 ・ 香川県警察の応援バ トカー 2車4名、任務解除

徳島県警察のバトカー 2庫4名の応援による被災地

バトロールなど、地域安全活勤の実施

3月 1日 ・ 「ゆうなぎ地域安全ニュース」 3月号作成

北淡町に3.700部配布

3月6日 ・ 交通安全教室の再開

3月8B 

交通諜且及び交通指祁貝による保脊固、幼稚園に対

する巡回交通事故防止活動の実施

地域交通安全活動推進委且との合同パトロールの実

施

県道福良江井岩屋線を派点に放低屯両の追放を呼び

かけるなど、災害復旧に従事する通行車両の優先通行

の支援活動の実施

徳島県警察の応援バトカー3車6名、任務招除

愛媛県警察の応援パトカー 2車4名、任務解除

4月25日

薬局等21店舗にチラシの配布

家殷修理業者に対する指荘

仮設住宅入居者に対するアンケー ト肌1査の実施 (4

月26日まで）

仮般住宅入居者、511世菊から回答を得て、入居者

の要笈 ・意見等を警察活動に反映

岩）検評察署災魯警備出動人且数

1 期 間 1月17日から 3月15日

2 出勤人u
・ 沿l~誓察署部保廷ぺ 約 2. 700人

・県内部隊延ぺ 約 200人

・県外部陪延べ 約 900人

合計

〇総出動人貝延べ 約 3.800)I. 



阪神 ・淡路大震災派遣主要行動（陸上自衛隊）

期 間 平成7年1月17日～ 3月31日 宿泊・宿舎

派遣人数 延 31,700人

生活救援
淡路戯高体育館和裁室及ぴグランド l /21 ~ 3 /31 6, 437名

給食支援(l月21日～ 3月6日）20,450食 （昼夕主食のみ炊出）

給水支援(1月21日～ 3月12日）188.8 t 

北淡東中学校グランド

北淡自然休妥村

2 I 4 -3 /31 2, 770名

2 I 5 -3 /31 9, 122名
入浴支援(1月26日～ 3月29日）4,850人

被災者が男女別に時間帯区分入浴

生活道路の啓開 4, 820M 

その他の支援

池の堤防補修 1ヶ所 土のう作成 2,500個 (300人時）

上水道止水栓周辺の昭害物の除去 1ヶ所

土砂崩れ除去 1ヶ所5M 50人時

使用機材

仁井公民館 3/5 ~ 3/31 840名

生田集会所 2 /28-3 /31 1,055名

浅野コミュニテ ィーセンタ ー 2 I 4 ~ 3 /31 1.738名

水越公民館 2 /25-3/31 462名

民宿有馬荘 3 I l -3 /31 310名

針 8ヶ所 22,734名

ヘリコプター 118機 （人数は延人数）

延車両 8,627両

日 時 分 場 所 等 情 報

17. 06 : 50 第 3 植 非 常 呼 集

（第 3高射特科大隊 ）

10 : 10 派 遣 準 備 元ベ・ 了

12 : 10 連 絡 貝 派 遣 簡易トイレ設四支援各中隊 5名、約50ヶ
16: 35 ヘ リ 移 動 人貝85名、小型車4両
17: 30 出 発 北 淡 町 人貝39名 正両19両 （小型X4 大型xg 中型X4（アンピ含）特大X2) 

18. 07 : 00~20 : 00 生活救援活動 （給水支援） 未永2尉以下11名 中型、水トレx各 3 約24t給水

07: 30~17: 00 .,, （道路啓開 ） 福良江井岩屋線延べ75M啓開 （県道約 2km区聞）
07: 30-17: 00 ，，， （緊急物資端末輸送） 非常用棟食、ストープ 人貝15名、車両、大型X2

19. 17 : 00~20 : 00 ，，， （給水支援 ） 未永 2尉以下11名 中郡、水トレX各 3 約24t給水

09: 00-15: 00 ，， （池堤土のう積上） 野島 ・泉中池約4,000ヶ (3,680ヶ）

幅 4コ 1. 2M 高 8コ 1.2M 長115コ 40M
ク （緊急物究端末輸送） 車両小型X1 大型X5 非常用松食 （缶詰） 2.5 t津名港ー北淡町

20. 07: 00-16: 00 ', （給水支援 ） 末永2尉以下11名、中型水トレX各 3 約 9t給水
ク （道路啓開 ） 野島地区250M 窃島地区300M

07: 30-14: 00 神 戸 地区への転進先迷 人員、車両とも

06: 50 第 1 期 災 雹 派 遣
12: 00 1 中隊北淡地 区進 出 道路啓開

21. 13 : 00 3 中 隊 出 発 西尾 1尉以下36名 北淡地区へ

22. 08: 00 1 3 中隊北淡地区 逍路啓l}り 140人
23. 08: 00 連隊主力 北淡町 へ 道路啓開 1 ・ 3中隊野島 2中隊室津、脊波

（脊波は当日終了）韮迫中隊 野島、浅野 200人
18: 00 4 中 隊 北淡町へ出発 上村3尉以下22名

24. 08 : 00 主 力 北 淡 地 区 ヘ 4中隊窟島に投入 道路啓開 220人
25. 14 : 00 1 5連隊指描所移転 北淡東中学校グランド、救援隊220人
16. 06 : 00 2 混 団 行 災 ＾ un 

入浴支援に関する行動命令

16: 00 北淡地区入浴支援 束中学校グランド

28. 17 : 00 北 淡 地 区 炊 き 出 し 開始 夕食l.000食 給水支援、入浴支援、炊出支援 60人
28. 17 : 00 北淡地区道路啓開終了

2. 1. 14 : 00 倒壊家屋撤去等の調整会議 自衛隊、町、建設業協会

2. 13 : 00 指 枡 所 移 転 県立淡路牒業窃等学校グフンド
3. 15: 00-17: 00 第 2回倒壊家屋撤去等調整会猥 自衛隊、町、建設業協会

4. 13 : 00 第 期 災 害 派 逍 ’ 元1̂9 

5. 09 : 00 各隊北淡町へ出発 総数216名 2混施設隊天野2尉以下21名
8施設群角山 1尉以下32名
1中隊 中隊長以下76名
2中隊 中隊長以下70名
本管中隊木村 1咄以下17名

16: 00~19: 00 各部隊町担当者と調整及ぴ

宿 営 作 業 準 備

6. 08: 30-17: 00 第 1次倒壊家屋撤去作業開始 野島地区、 浅野地区、 室津地区 、 団•島地区 、 育波地区
11 : oo-12 : 00 協定柑交換 （北淡町役場） 北淡町の実施する倒壊家屋撤去作業協力のための災害派遣

13. 08: 30-17: 00 第 2次倒壊家屋撤去作業開始 野島地区、浅野地区、室津地区、宮島地区、育波地区
13 : 00 2 滉団前進本部開設 県立淡路股菜裔等学校グランド

15. 13: 00~14: 00 被災地復旧状況視察 団長、連隊長、町長、他関係者3名
22. 17 : 00 倒壊家屋撤去終了 野島地区
3/6. 17: 00 炊 飯 支 援 終 了 北淡町

12. 17 : 00 給 水 支 援 終 了
22. 17 : 00 倒壊家屋撤去終 了 富島、室津地区

17 : 00 入 浴 支 援 終 了

31. 13 : 00 災 害 派 遣 終 了 式 北淡東中学校
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全国各地から多くの方々の優しい心に支えられた義援金がいきも切らず送金及び持参も殺到した。

郵便振込み、銀行振込み口座名で災害復興に設置し送金手数科も無料扱いとした。募金期間は県の募集委貝会同様

に現在も続いている。

「あの日、あの時、そして……
多くの方々の優しい心に支えられました。本当にありがとうございました。」

全国各地から北淡町に寄せられた義援金は(H.8.11月末現在）

2,522件 4億 1千600万円です。
＊義援金の配分については、北淡町配分委貝会で慎煎に審醗し、次のとおり決定 ・配分されています。

• --- • --・ •, .“- .. ．． 北淡町義援金配分実施状況 平成8年II月末現在 （単位円）

区 分 要 件 。≫ヽ よ ぴ 目 的
配分 計圏 実施状況

支 給 B
件数 配 分 額 件数 支給済額

全 壊 損壊程度がiO％以上の世帝(I世帝10万） 1.056 105. 600. 000 1.056 105. 600. 000 
H.7.7.28 

半壊 住家の損壊程度が30-70％の世帯(I世帝5万） 1.219 60. 950.000 1.219 60. 950. 000 
災 害 見

” 
金

一部机壊 住家の禎壊程度が30％未湧の世帝(l世帝2.5万） 1.030 25. 750,000 t.030 25. 750. 000 

計 3.305 192.300.000 3. 305 192. 300. 000 
配 分 中

住 持ち家再建助成金
焚災により失われた住宅を、建殷又は講入するための 800 80.000. 000 138 13. 800. 000 H. 8. 6. I 2 

費用の一部を助成(1世帯 10万円） ー配分中
宅

被災者が、仮餃住宅等から公営住宅に転居するときに 200 10.000.000 2 100.000 H. 8. l 2月
再 公営住宅転居費助成金

費用の一部を助成{I世帝 5万円） 一配分中
達

計 1.000 90.000. 000 140 13. 900.000 

(H. 7年度） 均等≪llOO.000+ 1世帝当たり 5.000 48 22. 775. 000 48 22. 775.000 H. 7. 8. 4 

地
町内会 町内会

町内会助成金 (H.S年度） 100世帝以上 150.000 

50~99世帝 100.000 51 4. 750. 000 51 4. 750.000 H.S.8.20 
域 49世帝以下 50.000 町内会 町内会

7-9 7年度 8,000.000 H. i. 9. 14 

復 社会福祉協議会補助金 協議会費、募金等の補填措置
年度

24.000. 000 8年度 8. 000. 000 H.8.6.20 

計 16. 000.000 

興
損壊家困撤去関連費 倒壊家歴の処理に伴う関連費 -//” 15.000. 000 -15,000,000 H. 7. 8. 4 

県募集委貝会負担金 義援金硲集委貝会へのれ担金 夕 25. 511. 000 -//• 25. 511. 000 H. 7. 8. 4 

計 92.036. 000 夕 59. 036.000 

小 計 374. 336. 000 

----
265. 236. 000 

子償費 41. 278. 703 

合 計 415.614. 703 

1県募集委員会からの義援金は次のとおりですI

兵庫県南部地震災害義援金配分実施状況 平成8年11月末現在 （単位円）

区 分 要 件 お よ ぴ 目 的 配分類 （円） 件数 固済宙[(JIJ) 配分 時 期

死亡者 ・行方不明者見n金 死亡名・行方不明名 100,000 42 Iヽ.200.000 
H.7.3月

住家損壊見 m 金 全壊 ・全焼 I住家のfll壊の程度が全壊・全娩 100.000 I. 056 105. 600. 000 
半壊 ・半焼 1住家の捐壊の程度が半壊 ・全壊 100. 000 I. 217 121. 700. 000 

配分中
計 2. 273 227. 300. 000 

震 i篇 者 見 鐸金 1カ月以上 の治療を要した負傷者 50. 000 59 2. 950. 000 受付期間
製 援 緩 家 庭 激励金 住家が全 ・ 半壊した家庭における激励金 273 81. 900. 000 5 / I 7 

ひとり暮らし老人 80歳以上の ひとり荘らし 66 19.800.000 ～ 
要介該老人 65欣以上の 老人で介謹手当ての受給者のいる家涎 300.000 8 2.400. 000 5月末
母子 ・父 子 配偶者のい ない名が児意を扶贅している世杏 25 7.500.000 支給日
重度ほ害者 I ~2級の ク障手帳の交付等を受けている世帝 132 39.600.000 6 /23 
生活保謹 生活保護法 による保該をうけている世帝 23 6.900.000 
特定疾．也．患者 疾患医療を 受給している世帝 18 5.400.000 

9 /26 
臣爆被憑者 朕憑被憑者 認定証の交付をうけている世布 1 300.000 

被災児童 • 生徒教育助成金 被災を受けた児童および生徒の修学を支援するため 6. 970.000 
受 付 期 間

高校生枚科書助成 20. 000 20 400.000 
,， 新入生助成 70. 000 7 490. 000 7月 中

保訂所新入生助成 10.000 44 440. 000 支給日
小学生祈入生助成 20.000 62 I. 240. 000 

8月 9日
中学生新入生助成 50.000 認 4. 400. 000 

住宅助成 H. 7. l 0月
持ち家修繕助成 全・半墳した住家の早期復旧を支援する 300.000 295 88. 500.000 
賃貸住宅入居助成 全・半壊した住家の確保を容易にするため 25 7,500.000 

配分中
計 320 96. 000.000 

被 災 児 童 特 別 教 育資金 岡親または父母のいずれかを失った児童の教育環境を若しく低 1.000.000 対象児童 6. 600.000 H. S. 10月

下させないため 9名 H. l I. 3月

市 町 交 付 金 震災時65紐以上の高齢者で、全 ・半壊の被災名に対し 「石齢者 全壊 20,000 l．糾3 25. 000.000 H.S.7月

滋励金」を支給 半壊 10.000 
生 活 支 援 金 義援金第3次配分 100.000 2.152 215. 200. 000 H. 8. 11月

冥災により、住家の全 ・半壊した世帝

配 分 済 項
ム゚

計 邸5.720
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平成 7年 1月17日、阪神 ・淡路を襲った大震災のニュースが流れたその日から日本全国の皆様より心のこもった救

援物査が届けられました。

毛布、飲科水、おにぎり、米が最初に届けられ、保存食料品、缶詰、かぜ薬、学用品、

品にいたるまで、約4,000件におよぶ温かい品々が私たち被災者のもとに届けられま した。

全国からかけつけてくださったポランテ ィアの方々によって、“公平であること＂を最優先という配慮の 上、皆さ

んに配分されたのでした。

全国の皆様、ほんとうに感謝の気持ちでいっばいです。ありがとうございました。

トイレットペーバー等日用

救援物資配布状況

衣類 ・日用品他 （ポランティアの協力による配布状況）
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第 1次配分 2/24 ~ 2/26 

第 2次配分 3/11 ~ 3 /13 

第 3次配分 3/19 ~ 3/22 

第 4次配分 3/22 ~ 3/25 

第 5次配分 3/26 ~ 3/30 

4. 22 仮設住宅入居者に救援米を配布

5. 21 救援物賽米の全戸配布

7. 7 長崎県よ り譲与のク ーラーの配布

9月初旬 老人ホーム、学校、保育所、消防

詰所にストープ、ポット、ラジカ

セ等配分

9月中旬 毛布を各避難所に備蓄用と して配

ク 布

全町内会にストープ、ポ ット配分

9. 20 仮設住宅へ救援米、ヒーターマ ッ

ト配付

10月初旬 インスタント食品、調味料等、老

人ホーム、保育所に配分

10月中旬 洗剤、薬品等老人ホーム、診療

所に配分

12月初旬 要援談家庭への配布 （電化製品等）

12月下旬 町内一斉配布 （布類、薬、ポータ

プルトイレ、その他）

H.8.2月初旬 自転車配布 (8年度中学新入生

全 ・半壊対象）

2月19日～23日 全壊世帯 （仮設住宅入居世帯以外）

対象に配布

（ラジオ、毛布、ふとん等）



……被災者の声 ・声 ・声

「震災の時私は」

野品江綺原喜代子

平成七年一月十七日午前五時四十六分、「ゴオードドドー ン」と

いう音と同時に家が持ちあがり、大きな揺れが起こった。その時、

私は台所で子供のお弁当を作っている所で、とっさに食台の下に頭

をつつこんで揺れがおさまるのを待っていた。食器祖のガラスがわ

れ、食器、ポット、釜、あらゆる物が落ちているのがわかった。そ

れと同時にお屁呂に入っている子供が気にな り見に行こうと思った

が、其っ暗で何も見えないので行ける状態ではなく主人に見に行っ

てもらった。家のお風呂は別棟にあったため窓から飛び出て行った

のですがその時に、瓦が頭に落ちてきて三針舘うけがをした。私と

三人の子供は無事だった。

この時点ではこのような歴史に残る大きな庫が起こっているとは

考えも しなかった。夜が明けてきて外に出てみると約九割程度瓦が

落ちていて、台所も足の跨み場がなく 、表座敷の天井が落ち空が見

えていた。こんな家を見ていると位じられない気持ちと、築百年以

上たって古い家だけど今まで珠らしてきた平を思い涙がでてきた。

また、その日以来一週間程、避難所での生活が統き、食事も寝る

のもみんな一緒だった。余災が起こるたびにぴくぴくし、寝苦しく

慣れない生活が続いた。このIlil、消防団の人たちには本当にお世話

になった。役場から救援物資を運んでくれた り、池の水があふれて

きた時など夜も寝らずに佑いてくれた り自分の家の事よ りもみんな

のために釣いてくれ、大変ご苦労なmだったと思いました。

私の家は別棟が無事だったので一週Illl程で自分の家にもどり家の

片付けなど始めた。テレピの報道などで、神戸方面の映像を見てい

ると 、一週間程で家にもどってきている自分が、本当に何もなかっ

た方だと思った。また火専の映像を見て、自分もガスをつけていた

のにと思うと今でも怖くなります。

あれから一年十か月がすぎ、私の家は笈災前の生活にもどってい

ますが、あの朝の出来項を思い出すとやは り恐怖惑でいつばいにな

ります。

また、袋災で大変お世話になったiti~Ji団の方々には本当に感謝し

ています。逆に私は、婦人消防団只として充分な努めが出来なかっ

た罪を大変申し訳なく思います。

その後、笈災の教訓から区画整理などいろいろな問題を抱え、日

々が過ぎておりますが一日も早い復旧を蔑んでいます。

「私が体験しだあの衝撃.J

北 淡 町 斗 ノ 内 志 田友安

私は、漁業者です。私の仕事は、夕方出漁して翌朝帰港するのが

操業過程です。

当日は、夕方より母りがちで、風の方も冬にはめずらしい無風状

態でした。真夜中近くになって、匹がちらちらと降って来たりして

いた。そんな気象状態の中で、何時間か私は探業をしていた。

そうしていたら突然、「ドンドーン。」

と大きな衝繋が、船と私におそってきた。船体が一尺程持ち上がり、

私も岡様にプリッチの中で一尺程、体が持ち上がった。その数秒後｀

束の方向に地面から空に向かって、真一文字に太い罷光が一本立つ

のを見ました。しかしそれが地袋が原因とは、その時私にはわから

なかった。地方の方を見たら北i炎町の夜殺が、停露のために真っ暗

になった。その何秒か、又何分かの後に斗ノ内と窟島に電気がつい

た。まだff波と室津は、停電していた。ただ一つ、港の赤灯台だけ

がついていました。

私は、船底に大きな流木が当たった衝繋だと思っていたので、エ

ンジンをストップにして網を上げる事にした。ところが、その作業

中にどうしてもエンジンを前進状態にしなければ網が上がらないの

で、しかたなく前進にクラッチを入れました。私としては、スクリュー

が変形していると思いこんでいたのでエンジンを全速にしたら船が

ゆれとばして、又どこかに故陳が出ると思っていたので、中速回転

でその作業をしていた。ところがクラ ッチを入れ、尚且つエンジン

回転を上げても船体に何の揺れもないので

「何であったんだろう。」

と思っていた。そして網を上げて船港しようと思いエンジンを中速

回転から全逃回転にして帰って来た。その途中、飛初にあった衝繋

に近いのが二度程あ りました。

その日は今年に入って二度目の出漁という事でしたので、魚が非

常によく取れて楽しんで帰路についた。

そして冬の長い夜もしらしらと明ける頃、私は港に帰った。その

漁迷を見た時、一瞬自分の目を疑った。昨夕、出漁した時と一変し

て憔船が陸で二十数隻横転し、岸壁には亀裂が走り 、又地盤沈下し

て各民家は全半壊し、組合の事務所も全壊していた。その現状を見

て、私が沖で体験したあの衝撃が、又地面からの真一文字の電光も、

帰港途中の二度の衝撃も停砲もすぺて地袋が原因だったんだと確信

しました。



震災後の 1カ月はまさに地獄のよう…

「淡路島に地袋などおこることはまずない」すべての島民の方が、

このような先入観念をもっておられたと思います。少 しの地袈の揺

れぐらいの経験は時々あ りますが、焚度 7の地簑が直繋した時、私

は正直言って飛行機が真近に墜落したか、爆発物が燥発したのか錯

共にとらわれました。それほどすさまじい揺れであ りました。

しかし、平成 7年 1月17日、午前 5時46分に起こ り、砂い生命と

役重な財産を一瞬のうちに奪った地袋は、生涯私の脳裏から離れる

ことはなく、その時、私が水道課長であったことも忘れることはで

きません。今、裟災より 9カ月、住民の方々とともに復旧復興に全

力を傾注しておりますが、応急給水、仮復旧におわれ不眠不休で作

業をした殷災後の 1カ月はまさに地獄でした。

地袋と分かるのに余り時間はかか りませんでした。揺れから 3分

程して外に出てみると 、古い家屋などは倒壊、半壊しているし、瓦

などがいたるところにくずれて飛ぴちっていて、雹線などが傾いて

いるやら……。その状況から判断すれば、登通の災害でないことが

分かりました。この時、私は水道施設のことが真っ先に頭にうかぴ

ました。

午前6時4分頃、家のことは家族にまかせ、水道事務所へ軽トラッ

クで向かうが、途中、家の倒壊等で通行することができず、砦段通っ

たことのないような狭い道を利用して、ようやく 6時40分頃 （普通

は7-8分で通勤）水道叩務所にたどりつく 。電話は普通。砲気は

停砲。夜勤載員と浄水場の沈澱池、急速ろ過機、電器計装、送水ポ

ンプ等が倒壊、または破損しているかどうか見てまわるが、そのよ

うなことがなかったので、胸をなでおろす。この心臓部に当たる浄

水場が、ほとんど無侮であったことが不幸中の幸いであったし、ど

れほど復1日エ叩に当たるわれわれを勇気づけたか、計りしれないも

のがあ りました。

午前 7時40分頃までに職員の大半が顔を蒼白にして事務所に艇け

つけてくれる。防災体制、防災訓線など全然しておらず、しかも電

話が不通で連絡もとれなかったのに、これほど早く駆付けた職貝の

機敏さに私は、頭がさがる思いでありました。

応急給水については、ポリタンクの調達が急務であったが、1日

目は淡路の2町より早速、協力があり、 10カ所の給水タンク設骰が

できた。2日目以降は県の協力を得て、ほぼ20ヶ所設置できた。本

庁よりの応援臓貝についても、 3日目から給水体制がとれた。この

中には、自衛隊の方々の協力も忘れることはできません。

磯野初男

当町は、今まで断水経験がなく、昨年の渇水時にもほとんど心配

がなかったので、住民は断水に対する対応に相当苦しまれたことと

思います。

特に、老人の方については、町内会あるいは消防団の方々が配慮

してくれたことは、この地獄のような苦しみであっても、ほのかな

暖かみのある明るさを感じ、 1日も早く給水にこぎつける使命と勇

気を与えてくれたものです。

一番気をつかったのは避難所です。学校の体行館、町民センタ ー

等の施設にたくさんの方々が避難しておりました。 しかも調査した

結果、ほとんどの配水菅が破損して使用不可能と判明。 50 0人～

6 0 0人の避難所で水が使用できず、どれほど悲惨な生活をしてお

られたか、想像を絶するものがあ りました。

仮復旧工事を徹夜作業も含めて 5日間でほぼ完了し、給水するこ

とができました。幹線の水張 りを儀先的に給水する施設を、地袋発

生以来8日間で完了できましたことの喜ぴは、今でも忘れることは

できません。

各戸完全給水の日程を決めたことについては、若干の旨険的なも

のでもありましたが、いつ水が使用できるのか不透明な状態では、

暗い気持ちをさらに暗く余分な不安をもたせることと 、私達水道職

貝にしても給水日程に向かって努力する目標にもつながると信じた

からです。

また、普段より住民の方との対話が必要です。対話をすることに

より、お互いに親しみと信頼関係が生まれてくるものと思います。

そのことが今回の袋災でどれだけ大きな助けとなったか、計り知れ

ないものがあ ります。

最後の稿になりましたが、私も親戚の方が、あるいは友人を震災

でなくしました。葬式にも出られなかった状態です。私のような方

が阪神淡路にはたくさんおられます。戦争は人間の手で止めること

はできます。

しかし、地袋は予知はできても止めることは不可能です。問題は、

犠牲者をできるだけなくし、1日も早く復旧復典対策に取 り組むこ

とが肝要です。私たち、水道課繊貝も水道の復旧工事だけではなく、

1日も早く町の復興に全力をあげてお ります。亡くなられた方たち

のためにも素晴らしい防災に強い町づく りに頑張り、二度と痛まし

い犠牲者をださないように心を新たに決意しております。



「あの一瞬を心のネガに…」

広岡卓樹

悪夢のそのとき、平成七年一月十七日 、午前五時四十六分。ペッ

ドが突き上げられ、タンスと鏡台が頭の近くを通り過ぎていった。

天井がきしみ、映画の四次元の世界に引きずりこまれるように、部

屈全体が歪み始めた。三十秒に及ぶ従度七の衝繋であった。

横で祭えている要を落ち済かせ、家の被名を罰ぺた。未明のうえ、

みぞれ況じりの天侯、外は薄暗い、霞気は停符。床に散らばったガ

ラスの破片が、不気味にただ白く光っていた。高二の息子が登ぴ起

きてきた。さすがに恐怖で声が上ずっている。じいさん、ばあさん

も、笈えながら部屋から出てきた。

「アー、よかった。家族全只が無事であったJ。その安堵感から、

不思議と冷静であった。懐中筵灯を探し、外に出る。温水器が倒れ、

水道管が破裂していた。水道とガスの元栓を閉める。納屋につない

でいる愛犬タローの様子を見に行く。瓦／俎根が崩れ、わずかな隙間

から蕪mに出てきた。尻尾を咎いて怯えている。安全な場所に移し

てやった。

伐体がプルプルと震え始めた。これは容易ならざる事態であると

改めて察した。私は町徴貝である。とにかく役楊へ急がねばならな

い。あとのことは家族に託し、軽トラックで役湯へ向かった。午前

六時過ぎ、役場に到着。収入役と消防主任が既に俎庁していた。沢

山の被む者が済のみ滸のままの状態で避難している。露話がひっき

りなしに嗚る。生き埋めになった家族の救助を求めて役場に飛ぴ込

んで来る。街中は阿鼻狂乱の地獄絵が屈開されていたのであった。

町長が六時十五分に登庁。同三十分、 1111髪いれず災害対策本部を

穀m.。庶務担当の私は県に連絡をとり、自衛骸の要請を促す。ライ

フラインの途絶で、連絡がつかない。犠牲者の連絡が入り始める。

三十九名の葬い人命を失い、家困の九割が被吝を受けた。誰もがこ

の町が全滅してしまったのではないかと恐怖におののいた。

以後、不眠不休の救援活動が絞く。役楊のフロアーが衷床となり、

時に（れ板間に段ポールを敷いて仮眠したこともあった。やっと我が

家に帰って風呂に入ったの（よ一月三十一日。その晩も役場に戻り、

災杏対策要貝として職務に消く。寒さに袋える我が身にムチを打ち

瓦礫と化した我がふるさとを再奥し、歴史の中で未来に誇れる町づ

くりをしようと誓う。みんなが合甘採として誓い合った。

ホッと一息がつけるようになった夏の終わりに、いままで我が家

の稚もが手つかずの暗室の後片付けを行った。愛用の機材は勿論、

貨重なフィルムは無残な姿で散乱していた。一枚一枚、傷がつかな

いように拾い集める我が眼にはうっすらと涙が滲んでいた。裳災一

過間前、越前海岸へ撮影に行ったフィルムがカメラの中に未現像の

まま残っていることに気づいた。その中の一枚が、青空に向かって

飛ぴ立つカモメの勇姿をとらえていた。 g体に露流が走った。七月

の県展に応募し、入選作品となった。カモメの力強い飛翔にふるさ

と再生の願いを託し、題名は「大空へ」とした。袋災を乗り越えた

カモメのように、あの悲惨な一瞬と、みんなが力を合わせて救援活

動に取り組んだ姿を、いつまでも心のネガに焼き付け、町琉貝とし

ての使命と 、自らの生きる証として、今日を生きて行きたい。あの

時の心が遠ざかりつつある今だからこそ・・・

震災体験について

関重信

突然躾った阪神 ・淡路大霞災一月十七日午前五時四十六分ドーン

と大きな音と共にグラグラと揺れる、家兵が倒れる、停露で真っ暗

闇の中、家族を薙かめる。

大声で家族の名粕を呼ぶ皆無事を確認してから役場へ霞話をする。

泊まりの山本さんが出て「早くきてくれ」との声も袋えている。

w．で役場に向かう、浜県道におりてくると家が道路上に倒れてい

る、窮島へ行くにつれて被害が大きくなっているように思われた。

六時十五分頃に役場へ珀くと 、役場前にはバジャマ姿で袴えた声

で、助けてと走って来る人で、一杯に溢れていた。町民センタ ーに

入るように指示して、消防主任に官島の中道からの連絡道路が家の

倒壊によって断ち切れになっており、私が町中へ行って連絡をする

とgって、谷川を上って行く。

途中でガレキの中から袋えた声で、「たすけて」声が聞こえる家

の中で一人のお婆さんが、木のlllllこ袂まった状懇で、助けを求めて

いた。近隣の人から鋸を借りて、お婆さんを担ぎ出し、息子さんに

任せて、中道へ上って行きました。

やはり中道にもパジャマ姿の人がところせましと 、助けを求め集

まっていた、中には屋根の上から助けを求める人、そんな中で富島

大丸前では、二人が閉じ込められた状態で、助1ナを求めており 、私

も役場に中道から上の状況を霞話報告してから救出に参加する。

その時には消防団も救出作業に入っており l力所から宮島消防団

の班別体例をとって救出作業を指示する。

私は、裏井さん夫娼の救出に参加しました。約一時間程度で、奥

さんを救出し、夫の美昭さんはガレキの下敷きになりすでに亡くなっ

ていました。

作業についても無我夢中で今でも使ったことのないチェンソウを

手にして、柱を切ったのを貸えております。

又、隣の登さんも二階の屋根から、お母さんを出してほしいと叫

んでいました。

その二陪に上がった時に初めて、辺りを見廻した時に初めて地裳

にあったすさまじい光景に出会ったことは目にやきついてはなれま

せん。

その後、町民センターの安置所にて手伝いました。

町民センターにつきからつぎへと担ぎ込まれた遺体38体検死の

立会いを初め、棺桶 ・ドライアイス船の手配をしていました。

私たちの町で初めて、これだけの被也 ・犠牲者を出した、自然災

咎の恐ろしさ • •I布さ、地袋に対しての準偏、俯えが出来てなかった

と思いました。

しかし、田合での災害に対しての対応処理は、地域消防団及び可

内会の活動には目をみはるものがありました。



災害対策本部からのお知らせ （抜粋1)

-- - -------------- - --- -- ----- - ---- 北淡町災害対策本部情報 ，•••……………………………………·

早急の復旧 ・復典を願って元の町づく りに協力して行きたい。

平成7.1. 22 

1.水道補修進捗状況

上水道富島地区 富島小、町民セ ンター、役場、北淡東中

育波地区育波公民館、育波小、 北淡西中 通水可能

室津地区室津小

簡易水道西部一部をのぞき可 野島常盤の一部のみ可

2.主要町道の復旧状況

野島 ・浅野 ・育波・室津については完了 （本町線） 富島は80％完了

3.仮設住宅について

斗ノ内背山に50戸設置のため土地造成工事に着手する。

4.学校の状況

1 /21 野島 ・富島の各小学校を除いて開校 但し浅野小は23日から休校

5.医療体制

①北淡診療所 24時間体制で診療

②浅野小学校 簡易保険福祉事業団 医師 1名、看護婦2名で 1/21 ~ 1 /28まで診療

③町民セ ンター 香川医大医師2名、看護婦2名 徳島日赤看護婦 2名、事務2名で診療、

24時間体制、期間 1/17~ 2 /21まで

④野島小学校平成病院 医師 1名、看護婦 2名で診療、期間 1/23まで

6.救援物資、支援部隊

救援物資 1 /17 1件、1/18 61件、1/19 89件、 1 /20 89件、 1 /21 83件

支援部隊 自衛隊 140人 ボランテ ィア 200名 （天理教ほか） 1月21日の状況

7.その他

・共産党議員調査団来町 (1/21) 

・淡路交通バス 西浦線バス 1月22日から運行する。

• 明岩屋フェリ ー 岩屋～明石 間 1月22日 から運行。



••……………••• 北淡町災害対策本部からのおしらせ ，••………………………••
（抜粋2)

平成7.2. 16 

■水道の状況 仮復旧率は全体で99.9%（給水3,396世帯 ・断水4世帯）

し込み〔 66 5戸〕

背山開発

地 34 育波西部 84 室津団地

地 22 育波埋立地 68 合 計

24日の間に行います。

■医療関係 各避難所で診療してお ります。 2/14日 受診件数 175件

■自衛隊による支援 ・支援部隊 32 0人[2 /16日］

• 給水支援 ［仁井 ・ 平林］ ・炊出 （避難者用給食）

• 倒壊家屋撤去 町内市街地で建設業協会の撤去作業の支援をしています

入浴［北淡東中で入浴できます。］

2月16日は男性午後 5時～午後 9時 です。

：：ご：1；［；t兄(;;；1勿7資～ 23/51156:牛て） ホランティア

女貴重な救援物資ですので大切に森

7 6人

56 

6 
600戸

亡三ニロ[::：悶;::::悶：：／門：；：：：：1［、3:：：
北淡西中 25人その他 30人 合計 933人 [7.2.14 現在］

■被災 家 屋の取り壊し申請 [l,719戸］

市街地で一斉撤去しておりますが申請された方は必ず立合い並びに協力をお

願いします。

ーがれきの搬出一

搬 出 の場所一浅野小の近くで明示してお ります。

搬 出 は分類を ①瓦 • 土砂 ・ コンクリ ー ト ・ 鉄類…燃えないもの ②木材 ・竹類 ・置等

…燃えるもの ③電気製品 ・家具類等…粗大ごみ

合持込み時間 午前 7時～午後 4時 とします （時間厳守〕

指定場所以外には絶対に捨てないで下さい。

サ廃材は個人で焼却しないで下さい。

■兵庫県南部地震から 1カ月を側かえる 2月17日に犠牲者の皆様の冥福を祈るため、全町

民による犠牲者への 1分 間の黙祷を行います。

2月17日〔金〕 12時

■富島地区土地区画事業説明会 〔富島地区各種団体対象〕

平成7年2月16日〔木〕午後7時 JA日の出農協北淡支店本店 2階会議室



•………………•北淡町災害対策本部からのおしらせ，••………………………••
（抜粋3)

7. 3. 31 

0避難所の状況 （町内 5.ヶ所 160人） ［7.3.30現在］l • 江崎集会所 23人 ・野島小 3人 ・福寿会館 24)1

• 町民センタ ー 95人 ・北淡東中 15人 江崎集会所は 3月31日で終了予定

I自衛隊による支援は 3月31日で終わります

・支援部隊41 0人 [3月30日］

・自衛隊淡路島災害派遣終了式 3月31日午後 1時～ 2時北淡東中

終了式後香川県善通寺等に帰ります。午後2時には沿道でお送りしましょう。

＊ 大変ご苦労さまでした。＊

倒壊家屋撤去 1, 0 8 6件撤 去済申請の99％進捗

（撤去作業は建設業協会と共同で実施しました。）

＊地区ごとの撤去済件数 ・野島 51件 ・富島 446件

・浅野 121件 ・育波 156件 ・室津 312件

（第1期工事は終わりました）

［門支イ；` 地： ： ： ； ： す ： 居 予定日

• 富島 2 団地 22戸 3月30日 3月31日

生活物資の搬入は入居予定の前日に行います。 建設課

■災害見舞金 の支払 本日 3月30日に銀行振り込み致しました。

・義援金募集委員会 ・県ー死亡 100,000円、全壊 200,000円、半壊 150,000円

0救援物資等の状況
・義援金 1,706件 ・救援物資 3,830件 (3月30日まで）

■本日のボランテ ィア支援は 63人です。ご苦労さんです

［・「と花戸什 2日午後 1時～

1；ころし冒 つ ／ 二 き そ ばたこ焼き） る ん ひ に 大 鼓 甘 芥 接 待 ー

0医療関係 避難所での診療状況 3月29日 受診件数 30件

（長い間お世話になっておりました町民センターでの診療は 3月31日午前中で終わります。）

■心のケア ［相談所］を 4月より開設一高知医大医療団

・場所 富島小学校保健室で毎週 月 ・ 火 • 水曜日に実施 （問い合わせ 住民課）
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